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1987年（第3回）受賞者は米国、インドの3博士
多収穫稲への改良と世界初のレーザー発振

日本国際科学技術財団が、世界の科学技術の進歩に著しく 貢献

した功績者に贈る、「日木国際貨」の1987年の授賞式が、 4月14日、

東京の国立劇場て‘‘行なわれました。

今匝lの受犠者は、国際稲研究所 (IRRI)を中心にして稲の品種

改良の研究を展開、熱帯、亜熱帯地方ても 多収穫になる稲の新品

種の「IR8」や「IR36」の育成に成功した同研究所の前稲育種部長

のヘンリー• M・ビーチェル↑群士（米）、現部長のグルデブ・ s.
クッシュt蒻士（印）、さらにルビーを使って、世界て初めてレーザ

一発振の実現に成功したセオドア・ H・メイマン博士（米）の 3人。

ビーチェル、クッシュ両博士は、コメの生産 と安定の自給達成

に大きな役割を果たし、発展途上国の食糧危機を救いました。

また、メイマン博士は、光通信やレーザー医学など今日の目覚

ましいレーサー科学発展の先駆者の役割を果たしました。

授賞式は、 皇太子殿下ご夫妻をお迎えし、 矢口洪ー最高裁判所

長官、在日各国大公使、各界の洋者、研究者ら約 1,300人が出席

して行なわれました。

受賞式は、皇太子殿下ご夫妻をお迎えし、 1,300人の出席者の中で、厳粛に

行なわれました。
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21世紀へ飛躍する独創的研究成果

3人の受乳者は、東京永田町の総理大臣官邸

を表敬肋liilし、中曽根首相に受賞の喜びを述べ

るとともに 「今後も科学技術の発展に少しても

寄与してしヽ きたし、」 と語りました。

これに対し中曽根首相は「人類の究極の目的

てある平和の実現と、科学技術の飛躍のため皆

さんの一層の活躍を期待しています」 と激励し

ました。

● 1987年＇甘な涵ん』曼賞IIa看会JI,
●●99.＂91釘●

「次世代の研究者の育成に」

「レーザーを医学の発展に」

記者会見で今後の抱負を語る

3人の受賞者は、内外の報道関係者と記者会見、受貨の喜びと

今後の研究の抱負を語りました。

この中て‘‘、ビーチェル博士は 「稲の品種改良の研究には、まだ

まだ課題が多くあるのて‘ヽ、今後も意欲的に取り組んて‘、いきます」

と語り 、クッシュ栂士は 「次匪代の研究者を育成するため、奨学

基金を設立したり学校を援助していきたい」 と語りました。

また、メイマンt群士は「今後は特に、レーザーを医療に応用す

る研究に取り糾み、病気の治療と予防医学の発展に、少しても役

立ちたし、と思う 」 と述べま した。

「人類全体の幸福のために」
皇太子殿下がお言葉

授賞式ては、横田喜三郎理事長の挨拶

のあと、審査結果の報告と授賞理由の説

明があり、財団の松下幸之助会長から賞

牌と賞金5,000万円(2人授賞の場合は各

2,500万円）の目録が3人の受賞者に手渡

されました。このあと、皇太子殿下が3博

士の業績を讃えられ、次のようなお祝い

皇太子殿下のお祝いの言葉

「科学技術の進歩には目覚ましいものがあ

りますが、これを人類全体の幸福のために

用いるよう常に心していかなければなりま

せん。この度の 3博士の業績は、この意味

の科学技術の成果を示すものと言えます」

また、 3博士は、東京都の鈴木知事を表敬訪問

しました。鈴木知事は、 3人の受貨者にお祝いの

言菓を述べ、記念品を手渡しました。
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平和への貢献と業績を称える祝宴

心

なこ‘‘やかな雰囲気の中て渾乞杯が行なわれ、

3人の研究成果を讃える祝辞が続ぎました。

受賀者を祝し、アメリカ、インド両大使館

が主催してレセフ シ゚ョンが開かれました。

ビーチェル、クッシュ、メイマン博士の受賞を讃える祝宴は、

皇太子殿下こ‘‘夫妻をはじめ三ツ材材斗学技術庁長官、塩川文部大臣、

加藤農林水産大臣、文化勲章受賞者、在H各国大公使など500人に

のばる米賓を迎え、 4月14日午後7時から、ホテル・ニューオー

タニて開かれました。

宴たけなわになったところて、メイマン博士の業績を記念して

レーザー・ショーが上演され、また、ビーチェル、クッシュ両博

士の業績を記念して、品種改良米によるピラフ風のオリエンタル

ライスが出され、祝宴を一層盛り上げました。

感銘を与えた記念講演会

授賞式や表敬肋間、大使館主催のレセフ シ゚ョンなど公式行事の

あと、東京有楽町の朝日ホールと京都の国立京都園際会館て‘3人

の博士の記念講油会が閉かれました。

3博士は、受賞の対象となった研究の苫労話や、独創的アイテ‘‘

アを成果に結びつけていった過程を披露し、会場を埋めた大勢の

聴衆に深い感銘を与えましだ。

また 3博士は、東京、京都ての学術懇談会にも出靡、卜1本の代

表的な専門家と研究テーマについて熱心に意見交換を行ないまし

た。
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3人の受貨者は、公式行事の合間を

ぬって京都見物を楽しみました。

真々 庵て` は 日本庭園に感嘆の声をあ

げ、京都の春を満喫しました。

東京・浅草の雷門を訪れ、江戸情

緒に触れながら、楽しいひとときを

過こ‘‘しました。

受賞者の業績やプロフィール、授貨

式の厳粛な模様は、新聞、テレビ、雑

誌などを通じて内外に大きく報道され

ました。

c
‘

rし
疇
応
竺
〗

J
出
盟
州
illIil1
、2

＂ “
 

翠

，．
 

,,
1, 

l
.

↑-

一

]
起

“
i
 

`̀
<’上

5

,~ 
1
』

し
9

9

1987年受賞者の決定まで
●1987年 「1::I木国際賞」の授賞対象 とな

った「生物改良」と「エレクトロ・オフ゜

ティックス」の分野の受貨候補者推個の

依頼状は、'86年 3月、世界86か国の著名

な学者ら9,313人に郵送されました。

その結果、日本を始め世界29か国から、

’’ 牛物改良分野233件、エレクトロ ・オフ テ゚

ィックス分野259件、 その他18件の合計

510件（うち日本か ら98件）の推薦書が送

られてき ました。

財団は、両分野の権威者27人か らなる

審査委員会を組織。調宜、検討を重ねて

厳正な選考を行なった結果、 今回受賞し

た米国、インドの 3人の研究者を選出し

ました。

406件の推薦出揃う一1988年受賞者の選考始まる

●来年 4月に予定されてい る1988年「日

本国際貨」の授賞対象分野は「エネルギー

技術」と「予防医学」の 2つの分野に決

まりました。

エネルギー技術の研究は、人類の未来

の幸福と平和を担ったテーマてあり、 技

術革新の時代の中て目覚まし い進展をし

ています。

研究対象はエネルギーの生産、 貯蔵、

変換、伝送、消費な どにとどまらず、 核

分裂、核融合、太陽熱、風力、潮力、波力、

地熱、省エネルギーに関する分野 も含ん

て＼ヽ ます。

一方、予防医学の研究も、人類の永遠

のテーマてある健康に関するものだけに、

近年、裾野が大きく広がってきています。

研究対象は、病原徽生物か ら体を守る

研究や代謝異常、老化、ガン千防を始め、

病原体の発見、発病機序の解明な どに大

きく貢献 した業績 も含まれます。

すて` 、に受賞11滸甫者の推薦依頼状約1万

通がllt界各国の推涸有資格者に発送され、

これまて‘、̀406件が推薦されてき ました。

現在、審査委員会が設置され厳正な選

考作業に人っており ます。

●ま た、 2年後の1989年 「日本国際賞」

の授貰対象分野を決定する分野検討委員

会が、早くもスタートを切りました。急

速に進展し ている科学技術の中て 、`どん

な授賞対象分野が決定されるのか、各界

から注目を集めています。
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